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発刊によせて

幸福でありたいという願いは、どんな時代であっても万国共通と思われる。
「幸福」の価値観は人によって大きく異なっているかもしれないが、健康や
長寿は幸福であることの最も重要な基礎であり、そのうえで、安全で住み慣
れた地域で安心して自分らしい暮らしを送りたいと思うことは、人間として
当然のことであると思われる。
一方、20世紀以降の医学の進歩は目覚ましく、特に先進国においては死亡
率の減少と寿命の著明な延伸がもたらされ、結果として全世界的に人口構成
の高齢化が爆発的に進行中である。近い将来に訪れる「多死社会」は、図ら
ずも医療・福祉領域における「全人的医療」の重要性を再認識させているが、
人的・物的資源は極めて限られており、我が国の医療・福祉の骨格に大きな
変革が必要とされている。
対象となる一人ひとりの地域背景や個人としての多様性を考慮し、治療だけ
でなく適切なケアを提供していくために、医療・福祉の多職種によるチーム
医療が重要であるとされてきた。それに加えて、地域包括ケアシステムの導
入によって「自助」と「互助」が強調され、患者本人と地域社会を巻き込ん
だ、進化した「チーム」による取り組みが必要と考えられる。住民を中心と
した全ての関係者が「我が事」として生活課題に「丸ごと」対応する社会を
目指す「地域共生社会の実現」が議論されているが、同じ指向性を持った取
り組みであろう。
西那須野地区の地域ケア会議として平成29年に発足した「にしなすケア
ネット」であるが、具体的な事例を対象にして人間として抱える個別の問題
から我が国の将来に関わるような提言まで、幅広く議論を重ねてきた。当初
から住民が中心となって参加する先見的なスタイルが維持され、多職種連携
に必要な、参加者の平等で水平的な関係性と外部の地域や活動に対して開放
的であったことが、活動が形骸化することなく継続されている理由のひとつ
であるように思う。また、議論だけにとどまらず、発展性のある具体的な地
域活動の立ち上げに結びついていることも重要な成果である。
にしなすケアネットはこの3月に20回を迎えた。西那須野は那須疎水の歴史
にみられるように、開拓精神に富んだ地域であるという。これまで行われた
議論や取り組みを実り多いものにしたのは企画運営委員の努力だけではない。
レクチャーをして頂いた専門職の方々、渡辺美知太郎市長をはじめ行政の
方々、グループワークに参加していただいた全ての参加者などの、西那須野
に対する熱い思いであると考える。この場をお借りして御礼を申し上げます。

にしなすケアネット 企画運営委員
柴 信行（国際医療福祉大学病院）
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はじめに

平成30年4⽉現在、那須塩原市の⾼齢化率は約26％で、今後も⾼齢化率
の上昇が⾒込まれます。団塊の世代（昭和22年から昭和24年⽣まれの世
代）が75歳以上となる、令和7年には、30％を超えるとの予想もあります。
また、現在65歳以上の⼈のうち約14％が介護認定を受けており、今後も
要介護（要⽀援）認定者数は増加傾向にあると推測されます。
那須塩原市では⾼齢者が可能な限り住み慣れた地域で、⾃⽴した⽣活を
営むことができるよう、住まい・医療・介護予防・⽣活⽀援が⼀体的に
提供される「地域包括ケアシステム」の構築を⽬指しており、その取り
組みの⼀つに「地域ケア会議」があります。
地域ケア会議は、個別事例を通して⽀援の充実とそれを⽀える地域の

基盤整備を同時に進め、誰もが安⼼して⽣活できる地域の実現に向けた
会議です。地域に何が⾜りないかを話し合い、どのようなサービス・活
動があれば、より住みやすい地域となるのかを考えることも地域ケア会
議の⽬指すところとなっています。
⻄那須野地区では平成29年8⽉24⽇に地域ケア会議である「にしなすケ
アネット」の第1回が開催されました。「にしなすケアネット」では、地
域から⾃治会役員・⺠⽣委員・福祉的な活動をしている⽅、⾏政、医
療・介護・障害・児童分野の事業所等の多種多様な出席者が、事例など
を通じて地域課題についての話し合いや勉強会を⾏っています。
また、「にしなすケアネット」は①個別課題の検討、解決②ケアマネ
ジャーのマネジメントの向上③地域住⺠、医療関係者、福祉関係者等の
ネットワーク（顔の⾒える関係）の構築④地域課題の明確化・⾔語化⑤
圏域内で解決できる課題は圏域内で解決、の5つの⽬的を掲げ、地域共⽣
社会の「我が事、丸ごと」をスローガンに⾼齢者・障害者・⼦供関係等
の問題にも取り組み活動しています。
そして、令和２年3⽉19⽇には第20回「にしなすケアネット」を実施い
たしました。今回、20回⽬を迎えるにあたり「にしなすケアネット」の
軌跡や各事例・派⽣してできた取り組みを⼀冊にまとめる運びとなりま
した。多くの⽅々のご尽⼒とご参加・ご協⼒があってのことと⼼から感
謝いたします。今後も引き続き、「にしなすケアネット」の取り組みへ
のご理解・ご参画をいただきますようお願い申し上げます。

令和２年３⽉ にしなすケアネット企画運営委員会
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那須塩原市における地域ケア会議

『那須塩原市ỆおẬỦ地域ἃỴ会議』 

H29.6.27 

 

 
地域包括ケア推ᡶ会ᜭ 

地域包括ケア推ᡶ担当者会ᜭ 

Ὁ各圏域かỤ挙がẾềきẺ課題ử

集約、検討Ẳ適切ễ会議Ệ繋ぐ 

多職種ᡲ携会ᜭ 

西᢯᪰᣼地区地域ケア推ᡶ会ᜭ 

ᲢにしなすケアネットᲣ 

① 個別課題ử検討、解決 

② ἃỴἰ἟ὊἊἵὊỉἰ἟ἊἳὅἚ能力ỉ向上 

③ 地域住民、医療関係者、福祉関係者等ỉ 

἟ἕἚὁὊἁί顔ỉ見えỦ関係ὸỉ構築 

④ 地域課題ỉ「明確化」「言語化」 
⑤ 圏域内Ể解決ỂきỦ課題Ị圏域内Ể解決 

 

草の根 

ケアネット 
しおばら 

ケアネット 

圏域Ể検討 

ẲềỖẲい課題 

圏域Ể解決 

Ểきễい課題 

黒磯地区
地域ケア会議 塩原地区

地域ケア会議

西那須野地区地域ケア会議





第１回
西那須野の歴史
自分の組織・自分の地域で何ができるか？
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第１回 平成29年8月24日
『西那須野の歴史、地域特性/自分の組織・自分の地域で何ができるか』

第２回 平成29年9月28日
『高齢者と障害者の二人暮らしの親子が自分らしく生活するためには』

第３回 平成29年10月26日
『高齢者分野制度と障害者分野制度の勉強会』

第４回 平成29年11月16日
『若年性認知症の方が地域で暮らすために』

第５回 平成29年12月21日
『気付いてますか子どもの貧困』

第６回 平成30年1月25日
『制度のはざまにいる方の退院支援』

第７回 平成30年2月22日
『認知症で困惑する家族の支援』

第８回 平成30年3月22日
『理想の地域社会を目指して』

第９回 平成30年5月31日
『精神障害をお持ちの方が地域で生活するために』

第10回 平成30年7月26日
『生活困窮者が自立した生活を続けるために』
第11回 平成30年9月27日
『医療的ケアを必要とする子どもが地域で生活するために』

第12回 平成30年11月22日
『高齢者の運転免許返納問題を考える』

第13回 平成31年1月24日
『在宅看取りの現状を考える』

第14回 平成31年3月28日
『空き家問題を考える』

第15回 令和元年5月30日
『認知症で徘徊を繰り返す高齢者』

第16回 令和元年7月25日
『子どもの貧困について』

第17回 令和元年9月26日
『老老介護について』

第18回 令和元年11月28日
『交通問題について』

第19回 令和2年1月23日
『知的障害・発達障害について』

第20回 令和2年3月19日
新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため中止となりました
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第1回 平成29年8月24日
『西那須野の歴史、地域特性/自分の組織・自分の地域で何ができるか』

参加者の思い
・多世代が交流できる地域の居場所を作り
たい。

・普段の生活の中で心配な人を見守りたい。
・生活困窮者やひとり親家庭のために雇用
を検討したい。

・デイサービスの車を利用して、
買い物等のお出かけ支援を検討したい。

グループワーク「自分の組織・自分の地域で何ができるか？」

西那須野の歴史、地域特性について
那須塩原市社会福祉協議会 中村 裕二氏

1

Ø １８８４年（明治１７年）

新陸羽街道（国道４号線）開通
三島通庸、塩原街道を開通させる

Ø １８８５年（明治１８年)  

那須疏水完成

Ø １８８６年（明治１９年）

宇都宮－黒磯間の鉄道完成

1

!北東部と南西部に農業地帯が広がる。

!冬は気温低いが、
大雪は年に２～３回程度。

春先に強風がある。

夏場は雷が多い。

にしなすケアネットについて
地域包括支援センターとちのみ 上新 達也氏

①個別課題を検討、解決
②ケアマネージャーのマネジメント能⼒の向上
③地域住⺠、医療関係者、福祉関係者等の
ネットワーク（顔の⾒える関係）の構築

④地域課題の「明確化」「⾔語化」
⑤圏域内で解決できる課題は圏域内で解決

1

にしなすケアネットでは
高齢者だけでなく
障害者関係、子供関係等の問題も

に考えていきたいと思います。

1

市民活動報告
「地域住民助け合い事業地域づくり型介護予防」について
西三島自治会会長 橋本 秀晴氏

地域住民助け合い事業

1. めざすもの

• 地域全体で互いに支
え合う仕組みづくり

• 誰もが住み慣れた地
域で、自分らしく安心
して暮らせるまち

地域づくり型介護予防事業

いきいき百歳体操

• めざすもの

• ひとづくり
• 地域再生

• 健康寿命延伸

７

座長：国際医療福祉大学病院
柴 信行氏



１ インテーク（事前⾯接）

２
３

アセスメント（事前評価）
仮プラン作成

４
５
６
７
８

サービス担当者会議
本プラン作成

承認
サービス開始

モニタリング（事後評価）

第2回 平成29年9月28日
『高齢者と障害者の二人暮らしの親子が自分らしく生活するためには』

「サービス導入を望まない、高齢者Ａさんと障害者の長男が暮らす事例」
地域包括支援センターとちのみ 遠藤 晃子氏

・介護者の会、当事者の会など活動を、
地域住民や専門職にもっと知ってもらう。

・高齢者と障害者が一緒に過ごせる
地域の居場所があるといい。
・専門職も他分野の制度について理解が
不十分なため勉強会を開催してはどうか。
・配食サービスを障がい者の方も利用でき
ればよい。

参加者の思い

第3回 平成29年10月26日
『高齢者分野制度と障害者分野制度の勉強会』

障害者分野の説明
株式会社テトテ
大高 久尚氏

高齢者分野の説明
地域包括支援センターとちのみ

上新 達也氏

参加者の思い
・歩いて行けるところに、
高齢者や障害者が地域で役割を
もって社会参加できる場所がある
といい。
・心のバリアフリー、差別をなくす
ことが大切。
・ふれあい・交流の場をもっと増やす。

高齢者 障がい者

介護予防

地域
課題解決

経済活動
消費

リカバリー

働きがいのある仕事が生き

がいと自立に繋がります。

消費活動の創出により、経済

の地域循環に繋がります。

新たなコミュニケーションの

機会が生きがい繋がります。

高齢者の移動（交通）課題の

解決に繋がります。

パートナーシップの構築が

共生社会の実現に繋がります

（介護給付）

訪問介護

（総合事業）

訪問型サービス
Ａ・Ｂ

⺠間サービス
☆⼺

⾃助 公助共助互助

公費負担

公共性

⾼い

安い

⾃⼰負担

安い

⾼い

柔軟性

⾼い
（⾮定型）

※ ⾃⼰負担が発⽣しますが、⺠間事業だから
できる、柔軟性のある独⾃のサービスを提供
する事により、個別ニーズの充⾜を図ります。

低い
（定型）

【社会的位置づけ】

【想定対象者】
経済⼒：ある程度あり
移 動：困難
世 帯：独居⼜は

⾼齢者のみ世帯
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第4回 平成29年11月16日
『若年性認知症の方が地域で暮らすために』

若年性認知症(前頭側頭葉型認知症)について
国際医療福祉大学病院
神経内科医師 橋本 律夫氏

参加者の思い
・認知症の当事者の会や介護者の会があるといい。
・地域住民への病気・制度の理解促進（認知症サ
ポーター養成講座の実施）

・配食サービスを障がい者まで拡大して欲しい。
・農福連携の理解の促進。
・地域住民と障害者の交流の場が少ない。
・専門職と住民、地域資源（スーパー等）を
含めた話し合いを行う。

・小規模多機能施設の認知症リハビリのスキルの向上
・理学、作業、言語の各療法士は地域に出よう！

にしなすケアネットに参加して
私はボランティアや高齢者の居場所づくりなど地域活動を行っています。少子高

齢社会でさまざまな課題があるなか、にしなすケアネットに大勢の方が参加し話し合
いができることは、素晴らしいことだと思っています。私は団塊の世代ですが、私た
ちが75歳を迎える2025年に向けて、助け合い・支え合う地域づくりが重要になると
感じています。にしなすケアネットが地域の課題に取り組み、活動を通してより住み
やすい街になっていけば良いと思います。これからもさまざまな活動に参加して、ま
ちづくりに貢献したいと考えています。

「若年性認知症で一人暮らしの男性の事例」
西部地域包括支援センター

菊地 由紀氏

FTD 
(前頭側頭葉型認知症)

FTD-BV
行動障害型

FTD-PNPA 

FTD-SD

進行性失語症型

意味記憶障害型

ワーキングメモリ＝机の上に置かれた材料で物を作る作業

机の広さ＝前頭葉背外側部の機能的容量

正常者 前頭葉損傷患者

上側頭溝

外側
運動前野

前頭葉眼窩面

視線感知ニューロン

鏡ニューロン
他者の行為の再現

情動付与

社会性（こころの理論）の神経基盤

９



第5回 平成29年12月21日
『気付いてますか子どもの貧困』

子ども虐待対応院内組織(ＣＡＰＳ)
国際医療福祉大学病院

小児科医師 門田 行史氏

子どもたちとの１４年の見守りから
ＮＰＯ法人キッズシェルター

森田 野百合氏

グループワーク「子どもの貧困に対してできること」

参加者の思い
・普段から地域との顔の見える関係づくりが必要。
・高齢者施設で子ども食堂の実施、高齢者施設の
お祭りに子どもを招待する。
・「ふるさと納税」を子どもの支援に回してほしい。
・深夜働いている親のために、深夜に子どもを預か
る制度がほしい。

第6回 平成30年1月25日
『制度のはざまにいる方の退院支援』

「一人暮らしの男性で保証人がいない、
62歳のため制度が使えない事例」

国際医療福祉大学病院
医療連携室 吉成 和子氏

グループワーク「退院後、地域で孤立しないためには」

参加者の思い
・病院と地域（自治会、民生委員、大家など）
が連携しながら見守りを行う。

・保証に関するいろいろな制度の活用、もし
くは新たに構築する。

・本人の話をよく聞き意向を確認する。本人と
じっくり向き合う。

・「年金酒場」を西那須野でも行い、本人と地
域のつながりを作る。

嬉しかった大人の存在

朝寝坊して，通学班は行ってしまったが、走って
登校していると、交差点に立っているおじちゃん
が「頑張って来たね」と待っててくれた。

近くのアパ−トの一人暮らしのおばちゃんが、「風
邪引かないけ。」と言って飴くれるんだ。

地域の大人と子どもたちの繋がりが、喜び
につながることがわかった。

1

	��������
④要支援児童放課後応援事業

学校 家庭

下校時間に迎え 19時に送り

キッズシェルター
(スタッフ:5名)

安心できる
居場所

宿題支援、夕食提供、入浴、洗濯、
テスト対策(中学生)、話し相手

1

必要な時に必要な支援が届くように
こんなことをしています

①訪問型家族支援

②子どもフードバンク

③お昼ご飯付き子どもの居場所

④要支援児童放課後応援事業

①②③は自主事業（ボランテア）
④那須塩原市の委託事業

1
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第7回 平成30年2月22日
『認知症で困惑する家族の支援』

寸劇による事例発表
「認知症で困惑する家族と地域」
にしなすケアネット企画運営委員

地域住民助け合い事業について
那須塩原市社会福祉協議会 柴田 直也氏

グループワーク「退院後、地域で孤立しないためには」

参加者の思い
・認知症のオープン化を促進すれば、地域住民の理解や関わりも
強化される。

・認知症の方が初期段階で専門職と関われる仕組みづくりが必要。
・認知症の方の居場所があれば良い。軽微な作業ができればなお良い。
・QRコード、携帯電話のGPSを活用して認知症の方も安心して生活で
きるようにしたい。

第8回 平成30年3月22日
『理想の地域社会を目指して』

講演「理想の地域社会を目指して」
講師：国際医療福祉大学

医療福祉マネジメント学科
准教授 大石 剛史氏

・にしなすケアネットが目指すべき地域像の
【5つの柱】となる意見が多数ありました。

※次ページ参照

グループワーク「西那須野をどんな
まちにしたいですか？」

��������
���� TEL:0287-37-1683

第2部

������
����	

���
����

グループワーク

国際医療福祉大学
大石 剛史先生

����������

第1部
講演

����
�
����	

� �
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がさかんなまち にしなす
があるまち にしなす
がさかんなまち にしなす
があるまち にしなす

が元気なまち にしなす

にしなすの 目指すべき地域像 五つの柱



第9回 平成30年5月31日
『精神障害をお持ちの方が地域で生活するために』

「日本における精神疾患の現状について」
「精神科病院に20年入院するＡさんの支援」

グループワーク「住まいの問題、仕事の問題、地域の見守り」

参加者の思い
・保証人がいなくても住居を確保できる体制が必要。
・農福連携等を進め、働く場を確保していく。
・専門職と地域住民が連携できるよう、地域で受け
入れる環境を整えていくことが大切。

・地域における啓蒙、教育活動が不可決。

第10回 平成30年7月26日
『生活困窮者が自立した生活を続けるために』

「生活困窮者自立支援事業について」
①犯罪歴のある相談者
②家庭内での問題
③社会に参加できない若者

那須塩原市社会福祉協議会
江連 高章氏

参加者の思い
・刑務所と地域の連携を考える必要がある。
・地域での受け皿を考えていく必要がある。
・中間就労場所や就労支援をする団体があると良い。
・夫が家庭で役割を持てるよう支援する。
子どもの居場所を地域で考える。

・必要な情報が必要な方に手に届くようスマホを
活用するなど、周知方法を考える。

・地域で学習支援できる場や、こども食堂を作り負
の連鎖を断ち切る。
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地域生活支援センターゆずり葉
遠藤 真史氏
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第11回 平成30年9月27日
『医療的ケアを必要とする子どもが地域で生活するために』

「医療的ケアを必要とする子どもの現状」
訪問看護ステーションゆりの木

三浦 知津子氏
「医療的ケアが必要な子どもの生活」

那須塩原市社会福祉協議会
磯 睦美氏

「デイサポートぷれじーる設立経緯について」
合同会社あかりプロジェクト

高橋 守氏

参加者の思い
・どんな言葉をかければいいかわからないけど、困っていたら
手を貸したいと思う。

・親の負担軽減のためにレスパイト（家族、特に母親の休養、
家庭の事情による一時預かり）先を増やすべき。

・病院に車いすのお子さんが来られる環境整備をすることで
周囲に存在を知ってもらえるのではないか。

第12回 平成30年11月22日
『高齢者の運転免許返納問題を考える』

運転免許の自主返納について
栃木県那須塩原警察署交通総務課 根岸 俊樹氏

ゆーバス・ゆータクについて
那須塩原市生活課交通対策係 高野 幸大氏
地域包括支援センターとちのみ 遠藤 晃子氏

参加者の思い
・バスの停留所まで歩くのも困難な高齢者も
いるので、ドアtoドアの公共交通が必要。
・地域の中に公共交通以外で、買い物・
通院などを支援する仕組みづくりが必要。
・１回の会議ではまとまりきらないので、
足問題検討会を立ち上げてはどうか。
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第13回 平成31年1月24日
『在宅看取りの現状を考える』

第14回 平成31年3月28日
『空き家問題を考える』

那須地区在宅医療・介護連携支援センター
手塚 美恵子氏

「在宅看取りの現状について」

那須塩原市社会福祉協議会
介護支援専門員 井出 友子氏

参加者の思い
・本人が元気なうちに延命について など家族と
話し合っておく。

・在宅看取りの体制や現状をもっと市民に知って
もらうことが重要。

地域の空き家事例
三区町自治会長
山本 幸雄氏

市の空き家の現状及び制度説明
那須塩原市都市整備課住宅係長

伊藤 良司氏
空き店舗利用について(チャレンジシップ事業)

西那須野商工会 主査・松谷 信幸氏

参加者の思い
・空き家になる前から地域で関わりを持つ、近隣住民との
関係づくりが大切。
・エンディングノート(住まいの終活)に空き家になったと
きのことを残しておく。

日本峘現状峙！

＊総務省 平成25年度峘調査峕峲峵峒
全国約７２０万戸峘高齢者住宅があ峴4軒峕1戸が
一人暮峳し峒夫婦二人暮峳し。（空き家予備軍）

⇩

空き家峙年々増加傾向峕あ峴、2030年峑峙3軒峕1軒が
空き家峕峔峵峒、言峹島峐い峨す。

⇩

空き家問題峙所有者峮国峕峒っ峐峬深刻峔問題！

＊事ྭとして
持ち主が亡くなり相続人いない場合、地域の弁護士や
行政書士がཱི会人となり遺品整理しますが費用は行政負担
となります。私もこのようなケースにཱིち会ったことが
ありますが本当に大変でした。

“最後に！”

“住民䜂䛸䜚䜂䛸䜚”が
住䜎い䛾終活䜢真剣䛻

取䜚組䜐こ䛸が大切䛰䛸思い䜎䛩䟿

2025年以㝆䚸䛣䛾枠内䛻入䜛住民䛜増加䛩䜛
事䜢予測䛧䛶䚸今䛛䜙準備䜢䛧䛶䛚䛛䛺䛔
䛸䞉䞉䞉䞉䞉䞉在宅䛻於䛡䜛医療䡡介ㆤ䜢希望䛩䜛住
民䜢支援出来䜛䜘䛖䛻地域包括䜿䜰䝅䝇䝔䝮構
⠏䜢

病院医療と在宅医療

病院にあって自宅に無い䜒の
䠆多くの医療䝇䝍䝑䝣
䠆24時間目䜢開けてい䜛䝇䝍䝑䝣
䠆高額な検査䞉治療機器
䠆面会時間䜔居住環境の制限
䠆栄養的に管理さ䜜た食事

自宅にあって病院に無い䜒の
䠆自由に出入䜚でき䜛家族
䠆住み慣䜜た環境
䠆使い慣䜜た生活用品
䠆自分で管理出来䜛自由な時間
䠆多くの社会資源
䠆食べたい食事
䠆䝨䝑䝖

病室䜢寝床として、与え䜙䜜た環境の中で、䠎䠐時間医療䝇䝍䝑䝣に䜘䜚医療の提供䜢
受け䜛→多くの職種が情報䜢共有し、専門性䜢活かして一緒に支援䜢す䜛。

治療䜢目的とす䜛

的確且つ迅速な診断
に䜘䜛最新の治療䜢

支え䜛医療䜢目的とす䜛

苦痛無く穏䜔かな
日々䜢䜘䜚長く

寝床䜢病室として、そこで出来䜛医療は在宅で䜒可能、多くの職種が情報䜢共有し、
専門性䜢活かして一緒に支援䜢す䜛→まだまだ体制の整備が必要。
ただし䠎䠐時間365日かか䜚つけ医だけでは対応できない医療䝇䝍䝑䝣が側に居ない䞉
専門的治療検査は出来ない→紹介に䜘䜚受診又は入院

在宅で䛾医療䡡介護䜢受けたい䞉䞉䞉

出典䠖三菱䠱䠢䠦䝸䝃䞊䝏䠃䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁
䜾「䠘地域包括䜿䜰研究会䠚地域包括䜿
䜰䝅䝇䝔䝮と地域䝬䝛䝆䝯䞁䝖」

連携

個別対応が必要䠄点在䠅だが24時間対応䛿難しい 家族が居
て䜒居䛺くて䜒同じ
看取䜚目的 療養目的䛻䜘䜛対応䛾違い
入退院䛾繰䜚返し

社会資源が有䜛
訪問診療可能䛺医師
訪問看護師
在宅対応薬剤師
䝩䞊䝮䝦䝹䝟䞊
䜿䜰䝬䝛䝆䝱䞊
受け入䜜䜛病院
施設等䛾療養環境

専門職種䛾連携環境
地域住民䛾協力環境

本人䛾意思表示と覚悟䠄選択䠅
*療䞉心䞉尊䞉希䞉役割䞉委䛽䞉養䞉金

家族䛻伝え、理解䜢得䜛

家族䛾心構えと覚悟䠄労力䠅
経済的負担䠄保険対象外䠅
時間的制約
生活䛾䝸䝈䝮䛾変化

䠆ELC協会䛻おけ䜛支援䛾考え方䜘䜚
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第16回 令和元年7月25日
『子どもの貧困について』

第15回 令和元年5月30日
『認知症で徘徊を繰り返す高齢者』

ほっと乃木ケアセンター
西原 勇氏

こだま社会福祉士事務所
児玉 幸弘氏

参加者の思い
・警察や行政、地域の商店、学校などメールを活用した
情報提供・ネットワークをつくる。

・地域住民に認知症の理解を深めてもらうための活動
（自治会での講習会、徘徊模擬訓練）の推進。
・認知症サポーター養成講座受講者のフォローアップも
必要。
・家族に病気を正しく理解してもらうための⽀援が必要。

『子どもの貧困～わたしたちにできること～』

那須塩原市の貧困に関する取組み等
事例①「就学前の児童がいる世帯」

子育て総合センター
所長・菊池 紀男氏

事例②「小中学生がいる世帯」
学校教育課スクールソーシャルワーカー
長島 桂子氏

那須塩原市の学習支援について
県北シニアの会 鈴木 博氏

参加者の思い
・まずは母親が地域の中に信頼できる関係性を
作る（子育てサロン、家庭相談員、保健師、
ファミリーサポートセンター、公民館の子育
て学級など）。
・母親の就職について、障害者制度での就労支
援を受ける。また、生活面でも自治会・学校
の行事に参加できるようなサポートも必要。

事例①「母の自立を目指すために地域は
どんな支援・援助ができるか」

事例②「母親が職場や地域・学校で受け入れら
れるにはどのような支援が必要か」

「この家庭で子どもたちが将来的な
希望を見出せるためにはどのような
支援が必要か」

グループワーク
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第18回 令和元年11月28日
『交通問題について』

第17回 令和元年9月26日
『老老介護について』

「那須塩原市の老々介護の現状について」
那須塩原市高齢福祉課 阿久津 梢氏

「老々介護：高齢者夫婦で妻の介護をする世帯」
那須順天荘居宅介護支援事業所 平山 武規氏

グループワーク
「この夫婦が地域から孤立しないためには？」「家族(特に夫)に対してどのような支援ができるか？」

参加者の思い
・介護者の負担軽減のために買い物ボランティアや話を聞いてくれる傾聴ボラ
ンティアがいるといい。
・地域の中にケアラーズカフェや男性介護者の会があるといい。
・年代などによってさまざまな価値観があるサービス事業の意識改⾰が必要で
はないか。

・病院の場所を活⽤した家族や当事者の会、料理教室などがあるといい。

交通問題の課題について高齢者と障害者の視点からまとめた
ものを紹介したあと、ワールドカフェスタイルでの話し合い
を行い、課題や情報を共有しました。

参加者の思い
・交通問題は地域の最重要問題の1つ。
ケアネットの原点として、まとめたうえで行政に政策提言
すべきだと思う。
・交通に必要なゆーバス・ゆータクがもう少しスムーズに利
用できると良い。

・人が集える場所を多く作れば良いと思う。
・需要把握＋サービス→マッチング

ワールドカフェによるグループワーク

主な介護者の状況

25.2% 

26.6% 

26.7% 

21.8% 

46.0% 

42.1% 

9.7% 

21.7% 

18.3% 

43.3% 

5.7% 

12.9% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

全国
国⺠⽣活基礎調査

那須塩原市
600⼈

⻄那須野
202⼈

主な介護者の状況（全年齢）

配偶者 ⼦ ⼦の配偶者 その他（不詳・事業者・別居の家族）

41.2% 

45.8% 

34.1% 

28.0% 

19.2% 

21.5% 

5.5% 

4.7% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

那須塩原市
328⼈

⻄那須野
107⼈

⽼々介護の介護者の状況（60歳以上）

配偶者 ⼦ ⼦の配偶者 その他

年代別介護者の状況
誰が介護しているか年齢別に集計すると、⻄那須野は市全体に⽐べ、50代の⼦が
親を介護している⽅と、80歳以上で配偶者を介護している⽅が多い
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20歳未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上 不明

年代別介護者の状況 全市（600⼈）

配偶者 ⼦ ⼦の配偶者 孫
兄弟・姉妹 その他 不明 計
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20歳未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上 不明

年代別介護者の状況 ⻄那須野（202⼈）

配偶者 ⼦ ⼦の配偶者 孫
兄弟・姉妹 その他 不明 計
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第19回 令和2年1月23日
『知的障害・発達障害について』

発達障害について
国際医療福祉大学病院 小児科医師

門田 行史氏

グループワーク「地域の中で一人でも多くの理解者を増やすためには？」

参加者の思い
・正しい知識を身につけることで、声かけ
や手助けができるようにする。

・疑似体験を小中学校の福祉教育や地域の
様々な場所で行い理解者を増やす。

第20回 令和2年3月19日
新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため中止となりました。

知的障がい疑似体験
知的障がい啓発隊 カラフルＢＯＸ

本澤 恵美子氏
（那須塩原市心身障害児者父母の会会長）

～みんなちがってみんないい～
「知的障がい・発達障がいについて知って欲しいな

本人・家族の想い、お医者さんの想い･･･」

発達障がいの症状別分類

Medical	note	2019/5/30 門田作成一部抜粋

知的発達症

限局性学習症 LD

学校（読み書き・計算など）
・就労（金銭管理）
が年齢不相応に全体的に苦手

発達障がいと、風邪の時のマスク

風邪の場合：
咳が出て困っている人への対応：

「せきを止めなさい」 と言わないのはなぜ？

→ 病気なのだから症状が出るのは仕方ない。と思える。

発達障がいの症状に対するマスクって何だろう？という考え方。

代わりに、
例１ マスクしましょうとアドバイスしたり、（本人が）しようと思う
例２ 静かにしなければならない状況では咳が止まるまで
別の部屋にいて収まったら戻る、など工夫する

脳力の住所をまとめてみると

見る

聞く

感じる動く

体の
バランス

ỽἻἧἽᾑᾞᾧってᾎᾎ

知的障がいὉ発達障がいがあỦ方ỉ
見え方Ὁ聞こえ方Ὁ感じ方ễỄử楽し
く体験してờỤうこểỂ、知的障がい
ỉ理解ử深ỜてờỤう活動ửしていỦ
団体Ểす。

カ ࣛ フ ࣝ B O X な す し お ば ら

な す し お ば ら カ ࣛ フ ࣝ B O X

カ ࣛ フ ࣝ B O X な す し お ば ら

な す し お ば ら カ ࣛ フ ࣝ B O X

知的障がい者∝発達障がい者
が地域で住↮↳すくな↺に↞

少数ỉ専ᧉ家ợụ

多数ỉ理解ẝỦ人

カ ࣛ フ ࣝ B O X な す し お ば ら

な す し お ば ら カ ࣛ フ ࣝ B O X

ཀྵմの୊Ҳิは
おޕいΝஎΖこと

おޕいΝ
எΖことで
みΞなが฽Δし
やすいまちに
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交通問題

認知症当事者支援

SDGs

認知症VR体験

オレンジドアにしなす

交通問題検討会

高齢者と子どもの交流

交流検討会

子ども食堂

ひきこもり支援

ひきこもり支援勉強会

ひきこもり支援の会・相談会

１９

P20

P23

P21

P21

P22

P22

P21

P23



認知症当事者支援

オレンジドアにしなす
第４・７回でテーマに認知症をとりあげたとこ
ろ、認知症の方の支援や居場所づくりが課題とし
てあがり、当事者・地域住民・専門職などが集ま
り検討会を重ねたところ、当事者がつくる「お互
いさま」の居場所として、平成３０年４月から
『オレンジドアにしなす』が立ち上がりました。

n第䠍火曜日䛸第䠏火曜日
䠍䠌時䡚䠍䠍時䠏䠌分

日 時

場 所 健康長寿䝉䞁䝍䞊
旧䛩こ䜔か䝕䜲䝃䞊䝡䝇䝉䞁䝍䞊
䠄那須塩原市南郷屋䠑䠉䠍䠒䠏䠅

お問い合䜟䛫先

那須塩原市社会福祉協議会 地域支援係

電話䠖䠌䠎䠔䠓䠉䠏䠓䠉䠑䠍䠎䠎

参加費

䜸䝺䞁䝆䝗䜰䛻し䛺䛩実行委員会主 催

後 援 䛻し䛺䛩䜿䜰䝛䝑䝖企画運営委員会

䠎䠌䠌円 䠄お茶代䛸し䛶䠅

もの忘れなどの不安を抱える方やᛐ知症とᚮ断されたご本人、その家族が

ᨼう場所です。一歩៊み出して、「オレンジドア」を᧏けてみませんか。

ホッとできる

当事ᎍがつくる

「お互いさま」

の居場所です。

「䛰い䛨䜗う䜆」

䛸伝え䛯い

立ち上げまでの流れ

・認知症当事者の会立ち上げ検討会①
平成３０年２月１日
場所：ケアハウスもちが丘

・認知症当事者の会立ち上げ検討会②
平成３０年２月２０日
場所：健康長寿センター

・認知症当事者の会立ち上げ検討会③
平成３０年３月６日
場所：健康長寿センター

・オレンジドアにしなす、スタート！
平成３０年４月３日
場所：健康長寿センター

・仙台のおれんじドア視察
平成３０年４月２８日
場所：宮城県仙台市

認知症当事者の会の
立ち上げについて一緒に
考えてみませんかᲹ

興味のある方ならどなたでも参加Ც᳅！

自由に話せるカフェに来る気持ちでお気軽にお越しください。

温かいお茶をご用意してお待ちしています。

地域の課題⇁話し合う場
の中で

「認知症当事者の会があるとよい」
との意見が出ました

認知症当事者䛾会と䛿…
認知症䛾人本人が集䜎䜚、誰䛻
䜒言え䛺かった気持ち䜢䜟かちう
ことで、前向き䛺活動䛻つ䛺げて
いくこと䜢目的としてい䜎す

参加申し込䜏䞉お問い合䜟せ先

那須塩原市社会福祉協議会 地域支援係

☎䠏䠓䠉䠑䠍䠎䠎

日 ৎ：਴ਛ３０年２月１日（਽）ଏ৏１ৎ３０ী～

ৃ ਚ：ケアハウスもちがഗ（કਚ ূ஧ি３８５－１１）

ਧຏ೼৙をၴもがકみやすいまちにするために

２０



ひきこもり支援

第１０回で「生活困窮者が自立した生活を続けるために」というテーマで実施した際
に、参加者から「ひきこもり状態になっている人への支援が必要」との意見が多くあり
ました。
まずは現状を知ること・理解することが重要と考え、栃木県子ども若者・ひきこもり

総合相談センターの中野氏を講師にひきこもり支援勉強会を実施しました。

ひきこもり支援勉強会
平成３１年２月２２日
講師：栃木県子ども若者・ひきこもり

総合相談センターポラリス
中野 謙作氏

場所：健康長寿センター

その後、中野氏と関心のある市民や専門職で
どのようなことができるか検討を重ね、令和元
年１２月から、ひきこもり状態にある人の家族、
支援しているが悩みを抱える専門職が集える場
所を開くこととなりました。

ひきこもり支援の会・相談会

交通問題

第１２回、「交通問題」について実施した際に、グ
ループワークから『交通問題の検討会を立ち上げ地域の
課題を解決していきたい』とういうご意見が上がりまし
た。第１８回にて交通問題検討会の立ち上げを事務局か
ら発表、メンバーの募集をさせていただきました。
令和２年２月１０日に第１回を開催、今後も議論を重

ね、地域の交通問題の解決を目指していきます。

交通問題検討会：不定期開催 18時～20時
場所：特別養護老人ホーム栃の実荘 交流スペース(井口533-20)

参加申し込みは社会福祉協議会・地域支援係までお願いいたします。（0287-37-5122）

２１



高齢者と子どもの交流

第５回で子供の貧困をテーマに話し合った際に、「子ど
もの現状を知る機会が必要」「地域全体で子どもを見守る
体制が必要」といった意見が多数あがり、地域で具体的に
何ができるのかを話し合う検討会を開催しました。検討会
で提案があり、高齢者施設のお祭りに地域の子どもたちが
参加し交流することができました。

交流検討会の開催
・高齢者と子どもの交流検討会①

平成３０年４月６日
場所：家族の家ひまわり西那須野

・高齢者と子どもの交流検討会②
平成３０年５月２４日
場所：家族の家ひまわり西那須野

こども“夢”くらぶ【こども食堂】
「高齢者と子どもの交流についての検討会」に参加し
た市民が『子どもたちが遊んだり、勉強したりできる居
場所』をつくろうという共通の想いをもったことが始ま
りでした。
そこからは活動場所を探したり、協働できる人や団体

と協議をしたりと多くの時間をかけ活動がスタートしま
した。テーマは「みんなで作って、食べて、遊んで、学
ぼう」です。子育て世代は共働きや核家族化などの状況
から親子で調理をしたりする時間がとれなかったり、宿
題をみる時間を確保したりすることなどが難しい状況に
あります。子どもたちを地域全体で育てたいという意識
を持ちながら今後も活動していきます。

２２



SDGs

『ＳＤＧｓ』勉強会
近年、ＳＤＧｓの必要性・重要性が高まっており、これからの
地域づくりにも必要であると考え、勉強会を企画しました。勉強
会では、那須塩原市の取組みにも関係性があるということで、市
長の講話から始まりました。つぎに、大髙氏によるＳＤＧｓにつ
いての説明がありました。最後に参加者でグループワークを行い、
ＳＤＧｓの目標をどのように関連づけるかを話し合いました。

認知症VR体験会

朝日新聞社の講師の先生からの話やVR機器を使った認知症
擬似体験・当事者のインタビュー動画やショートムービーな
ど盛りだくさんの内容でしたが、午前と午後で130名を超え
る参加者が集まりました。

認知症フレンドリー講座
日時：令和２年２月２３日
場所：国際医療福祉大学病院 講堂

２３

ＳＤＧｓアンバサダー 大髙 久尚氏

渡辺 みちたろう那須塩原市市長
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① 『ૅえ合い』がさかんなまち、にしなす 

ᎊᒉဏڡの住ൟ同ٟの「ૅえ合い」がさかんなまちをႸਦしますᲛ 

 があるまち、にしなす『割ࢫ』 ②

住ൟだれもが「ࢫ割」があり、「ဃきがい」があるまちをႸਦしますᲛ 

③ 『交්』がさかんなまち、にしなす 
商ಅ、ᅦᅍ、ᠾಅ、ᐯ඙会、医ၲ、૙Ꮛ、ᘍ૎ሁ、ಮ々な分᣼をឬえた「交්」がさかんなまちをႸ
ਦしますᲛ 

④ 『にぎわい』があるまち、にしなす 

ኺฎの中࣎である商ಅやᠾಅ、ࠊൟ෇動ሁに「にぎわい」のあるまちをႸਦしますᲛ 

⑤ 『こども』が元ൢなまち、にしなす 

まちのசஹをਃう「こども」が元ൢなまちをႸਦしますᲛ 

 

ࢫからᐯ඙会؏ע

員・ൟဃۀ員・ᅦᅍႎ

な෇動をしている૾、

企ಅ、ᘍ૎、医ၲ・介

ᜱ・ᨦܹ・児ᇜ分᣼の

事ಅ৑ሁのٶᆔٶಮな

参加ᎍが、事例などを

ᡫじてע؏ᛢ᫆につい

てᛅし合ったり勉ࢍ会

をᘍったりするئで

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ᇹᲫᲳ回 

ଐ ଺Ჴ令和Წ࠰ᲫஉᲬᲭଐ(ங) 

ᲫᲭ:ᲭᲪ᳸ 

 ၏ᨈᲯ᨞ᜒؘܖٻᨥ医ၲᅦᅍ׎৑Ჴ ئ

テーマᲴ『ᨦܹ᧙係』 

 

 

令和元࠰ 1ᲬஉᲯଐ ᇹᲯ号 

ႆᘍᲴにしなすケアネット企ဒᢃ営ۀ員会 

にしなす 

ケアネット 

とはᲹ 

Ჲஉにスタートした、にしなすケアネットもଔいものでᲫᲫஉ࠰঺ᲬᲳ࠯

ᲬᲲଐにᇹᲫᲲ回を᧏催しました。今回は今までの᧏催ܱጚと、にしなすケ

アネットからᇢをႆしたあるいはヒントをࢽた෇動についてኰ介していき

ます。 

「↡ⅼↂ↱↹↝人⇁支援ↆ↕ⅳ↺人ⅻ集ⅵ会(仮)」 

 

日  時ᾉ毎月第ᾀ火曜日 ᾀᾇ時῍ᾁ὿時(時᧓内ỉ出入ụỊ自由ỂẴ) 

場  所ᾉ特別᫱護老人ἭὊἲ栃ỉ実荘(井口ᾄᾂᾂ-ᾁ὿) 

対 象 者ᾉọẨẮờụ状態ỉ人ỉ家族Ẇ支援ỉ中Ể悩Ớở不安ử抱ảỦ専ᧉ職Ẇ 

Ẹỉ他᧙心ỉẝỦ方 

参 加 費ᾉᾀ὿὿円(ấ茶代) 

ấ問合Ặᾉ那᪰塩原市社会福祉協議会 地域支援係 TEL ὿ᾁᾇᾆ-ᾂᾆ-ᾄᾀᾁᾁ 

 
ᇹᲫᲪ回では「ဃ෇׉ᇀᎍがᐯᇌしたဃ෇をዓけるために」というテーマでܱ଀しました。

この回ではဃ෇׉ᇀᎍᐯᇌૅੲ制ࡇについてܖび、ܱᨥに事ಅをܱ଀しているᅈ会ᅦᅍ協ᜭ

会からᲭつの事例੩供があり、それをؕにע؏でできることについてᛅし合いました。 

そのᨥに参加ᎍから「ひきこもりཞ७になっている人へのૅੲが࣏ᙲ」とのॖᙸがٶくあ

りました。まずはྵཞをჷること・ྸᚐすることが᣻ᙲとᎋえ、今࠰Წஉにܢᣃܷࠊにある

の中᣼ྸ事ᧈをᜒࠖとし、ひきこもりૅੲ勉「どもᒉᎍ・ひきこもりዮ合Ⴛᛩセンター܇」

ݦൟやࠊのある࣎は中᣼ྸ事ᧈと᧙ࢸでܱ଀しました。その࢟会をどなたでも参加できるࢍ

ᧉᎰでどのようなことができるか౨᚛を᣻ねました。そのኽௐ、ひきこもりཞ७にある人の

ܼଈ、ૅੲしているがपみをৼえるݦᧉᎰがᨼえるئ৑を᧏くこととなりました。ひきこも

りはᒉᎍだけでなく、中᭗࠰・᭗ᱫᎍの૾でもفえてきています。不ܤの中では、なかなか

ᡶむことはᩊしいですが、ٶくの人たちが᧙わることでᡶむこと・ᙸえてくることもありま

す。 

しᛅをするだけでもൢਤݲ。やपみをৼえていますܤに୥らす人たちはそれぞれに不؏ע

ちがಏになるかもしれません。一人ではᚐൿがᩊしくても、ૅえ合える人たちがいればᑣい

૾向に向かっていく可Ꮱࣱは᭗くなります。 

पみや不ܤがある૾、᧙࣎のある૾など、おൢ᠉にご参加ください。 

 

 

 

 
 

ὡᇹᲲ回の「ྸेのע؏ᅈ会をႸਦして」をテーマとした଺のॖᙸをؕにした、にしなすケア

ネットのႸਦすべきע؏像です。 

 

令和元࠰ᲫᲬஉ 5ଐ ᇹᲯ号 

開催回数 開催日 䝔䞊䝬 参加人数

第1回 29.8.24 西那須野の歴史䞉自分の組織䞉自分の地域で何ができ䜛か䠛 85

第2回 29.9.28 高齢者と障がい者の二人暮䜙しの親子が自分䜙しく生活す䜛た䜑には 76

第3回 29.10.26 障害者制度と高齢者制度の勉強会 59

第4回 29.11.16 若年性認知症の方が地域で暮䜙すた䜑に 67

第5回 29.12.21 気付いていますか䠛子ど䜒の貧困 60

第6回 30.1.25 制度のはざまにい䜛方の退院支援 53

第7回 30.2.22 地域の問題䜢考え䜛　認知症で困惑す䜛家族の支援 58

第8回 30.3.22 理想の地域社会䜢目指して 47

第9回 30.5.31 精神障害䜢お持ちの方が地域で生活す䜛た䜑に 85

第10回 30.7.26 生活困窮者が自立した生活䜢続け䜛た䜑に 66

第11回 30.9.27 医療的䜿䜰䜢必要とす䜛子供が地域で生活す䜛た䜑に 71

第12回 30.11.22 高齢者の運転免許返納問題䜢考え䜛 45

第13回 31.1.24 在宅看取䜚の現状䜢考え䜛 49

第14回 31.3.28 空き家問題䜢考え䜛 40

第15回 1.5.30 認知症で徘徊䜢く䜚かえす高齢者 74

第16回 1.7.25 子ど䜒の貧困　私たちにでき䜛こと 67

第17回 1.9.30 老老介護 50

〔事務ޅ〕ע؏包ਙૅੲセンターとちのみ 

住  ৑  〒329-2763 ᢯᪰ط原ࠊ井口ᲯᲭᲭᲧ20  

ᩓᛅဪ号ᲴᲪᲬᲲᲱᲧᲭᲱᲧᲫᲰᲲᲭ FAXᲴᲪᲬᲲᲱᲧᲭᲱᲧᲱᲰᲲᲲ 

ႆᘍᲴにしなすケアネット企ဒᢃ営ۀ員会  

ᇹᲬᲪ回 

ଐ ଺Ჴ令和Წ࠰ᲭஉᲫᲳଐ(ங) 

ᲫᲲ:ᲭᲪ᳸ 

 ৑ᙱ᢯᪰᣼ૅ৑ࢫࠊ৑Ჴ ئ

テーマᲴ『៲元ࡽ受人』 

 

今 ࢸ の に し な す ケ ア ネ ッ ト 予 ܭ 

にしなすケアネット通信

 

「⇐−∙⇞⇯⇈↚ↆ↙ↈ」 

  
「オレンジドアにしなす」は、ᇹᲮׅに「ᛐჷၐの૾がע؏で୥らすために」というテーマでᛅし

たᨥに、ᛐჷၐ࢘事ᎍがᨼまれるئ৑があるとᑣいといったॖᙸが出ました。そこから᧙࣎のある人

たちで౨᚛会をᘍい、ᛓဃしたものです。ᛐჷၐのカラーがオレンジであり、ஜ人やܼଈが一ഩ៊み

出し৕を᧏けることをイメージして「オレンジドア」とӸ付けました。ᛐჷၐとᚮૺされた૾だけで

はなく、ものࣔれがൢになってきた૾、そのܼଈの૾などがᨼまっています。ݦᧉᎰもいるので、Ⴛ

ᛩをすることもできます。଺には、ボウリングをしたり、ᛦྸをしたり、お出かけをすることもあり、

Ӌьᎍのみんなで作っているئ৑です。 

 

日  時ᾉ൑月ᇹᾀὉᇹᾂ້曜日 

場  所ᾉ健康ᧈ寿ἍὅἑὊ内 ἮἻὅἘỵỴἍὅἑὊ(南ᣂ屋ᾄ-ᾀᾅᾂ)  

参 加 ᝲᾉᾁ὿὿円 

ấ問合Ặᾉ᢯᪰塩原市ᅈ会ᅦᅍ協ᜭ会 地域支援係  

TEL ὿ᾁᾇᾆ-ᾂᾆ-ᾄᾀᾁᾁ 

 

ᛐჷၐをネガティブにज़じないᆰ᧓です。おൢ᠉にごᡲዂ、おឭしくださいᲛᲛ 

 
 

(株)⇬⇮⇬「食↗↭Ↄↂ↼お届ↀ⇛∞⇹⇟」 

  
 一ғထにあるᨦܹᎍݼіૅੲ଀ᚨテトテ᢯᪰᣼がҾ事ಅ৑では今࠰Ჯஉから᭗ᱫᎍܡへお࢘ࡰな

どの᫢஬をᣐᢋしたり、ᝰいཋ代ᘍをするサービスをڼめました。 

住ൟとのᛅから以Эよりನेはあったようですが、ᇹᲫᲬׅの「᭗ᱫᎍのᢃ᠃免ᚩᡉኛբ᫆を؏ע 

ᎋえる」をテーマとした଺に、ᢃ᠃をしዓけなければならないྸဌをჷることがᚐൿにつながるので

はないかとヒントをࢽて、一つのٻきなྸဌである「ᝰいཋ」をૅੲすることをᎋえたそうです。 

サービスの内ܾは下ᚡのとおりです。 

 

対 ᝋ ᎍᾉᙱ᢯᪰᣼地区在住ỉᝰẟཋỆấ困ụỉ方 

内  容ᾉ商品ἼἋἚẦỤắද文ẟẺẻẨẆ൑ᡵ൦曜日Ệấ届Ậ 

      Ẹỉ他Ẇᾀỽ所ᾄ὿὿円Ểỉᝰẟཋ代ᘍ 

ấ問合Ặᾉ(株)ἘἚἘ TEL὿ᾁᾇᾆ-ᾂᾅ-ᾆᾀᾆᾀ 

 ᭗ᱫ҄ᅈ会がᡶめば᭗ᱫᎍをૅえる人஬が不ឱします。この事ಅはᨦがいのある૾のщをဃかすこ

とにもつながっています。また、ՠಅ᧙係とのᡲઃにもなっておりע؏全体の෇ࣱ҄にもなっていま

す。 

ᛡもが住みやすいまちになること、ᛡもがࢫлをਤっていることが、ע؏共ဃᅈ会へのٻきなステッ

プとなっています。 

 

「医ၲႎケアを࣏ᙲとする܇ども・そのܼଈのことをჷるೞ会」 

 
 ᇹᲫᲫׅでは、「Ҕၲႎケアを࣏ᙲとする܇どもがע؏でဃ෇するために」をテーマとし᧏催し

ました。ଐஜのҔၲ২ᘐは᩼ࠝに᭗く、ૼဃ児Ҕၲ২ᘐもӼ上しています。出ဃ଺に၌धやᨦがい

があり、これまでであればԡをᓳとしていたហちゃんを૔うことができるようになってきています。

それによって、人߻ԠԈ֥やኺሥ௿᫱、լၝԈࡽなどのケアがあればᐯܡでဃ෇することができる

「Ҕၲႎケア児」がفえており、今ࢸもさらにفえることが予ेされています。しかし、まだまだ

一ᑍႎなᛐჷࡇが低いҔၲႎケア児のこと、そのܼଈのことをჷってもらうために᧏催したׅでし

た。 

 このׅでは、Ҕၲႎケア児のᚃ、それに᧙わるᚧբჃᜱࠖ、Ҕၲႎケア児がᡫう଀ᚨのᢃփᎍか

らܱऴやע؏の中でできることについてᛅをᎥきました。Ҕၲႎケア児のケアをਃっているのは主

に൐ᚃであり、その᝟ਃを᠉くしていくためにはᘍ૎やҔၲᅦᅍのӕኵだけではឱりないᢿ分があ

ります。୥らしの中でႺ੗੗するೞ会があるע؏の૾々にྸᚐしてもらうことがٻ切であることを

共ᡫᛐᜤしました。܇どもへのႺ੗ႎなૅੲはᩊしくとも、ܼଈへのૅੲはᛡにでもできることで

す。 

ὡ Ắỉ回Ệ参加ẲềẟẺ方ửẨẾẦẬỆẆẸỉ後Ẇൟဃ委員Ὁ児ᇜ委員ᄂ修ở大学ẆჃᜱ学校ễ

ỄỂᜒ๫ẴỦ機会ầỂẨộẲẺẇ多Ẫỉ方ỆჷẾềờỤạẮểầ医ၲႎἃỴ児ởẸỉ家族ầ暮ỤẲ

ởẴẟ地域ỀẪụồ向ẬẺ᣻ᙲễἩἿἍἋỆễẾềẟộẴẇ 

「子↘↱↳地域↝方が集え↺居場所↔ⅾ↹」 

 
 ᇹᲯׅの「ൢづいていますかᲹ܇どものᝢ׉」、ᇹᲫᲰׅの「܇どものᝢ׉ ᅶたちにできること」

として、このᲬׅはᝢ׉をテーマとしました。 

 ᇹᲯׅはNPOキッズシェルターのౕဋྸ事ᧈから᧙わっている܇どもたちのܱऴについてᛅを

Ꭵきました。ᇹᲫᲰׅは܇ࠊども・܇Ꮛてዮӳセンター、スクールソーシャルワーカー、ဃ෇׉ᇀ

፼ૅੲをしている૾からᛅをᎥき、ᲬׅともӋьᎍたちがᐯ分たܖどもへ܇のࡊやひとりᚃܼࡊܼ

ちにできることをᛅしӳいました。 

 

ὡ このテーマでܱ଀したࢸには、Ẑ᭗ᱫᎍ施ᚨỉ地域交්ἋἬὊἋễỄử෇ဇẲẺ居場所ỀẪ

ụẑὉẐᆰẨ家ởᐯ඙公ൟ᫾ử෇ဇẲẺ居場所ỀẪụẑễỄử᧙心ỉẝỦ地域ỉ方ở NPOỉ方ễỄ

ể検᚛ẴỦểẮỨộỂႆ展ẲềẟộẴẇ全׎ႎにも܇ども᫢ؘやٶ世代がᨼえるئއ৑がע؏内で

৑づくりをئއ世代がᨼい交්できるٶ、どもだけでなく܇でもࠊҾطえてஹています。᢯᪰ف

ᎋえているע؏の૾と、NPOや企ಅなどがᡲઃすることによりܱྵӧᏡであると౨᚛会を᣻ね

るごとにܱज़しています。 

 このようなѣきが܇どもをע؏全体でᏋてることをܱྵできるע؏づくり、ᎊᒉဏڡがᨼい、そ

こにஹればࢫлやဃきがいをज़じられるئއ৑づくりにつながってきます。 

【᧙࣎のある૾はごᡲዂください】 

᢯᪰طҾࠊᅈ会ᅦᅍңᜭ会 ע؏ૅੲ係 TEL ᲪᲬᲲᲱ-ᲭᲱ-ᲯᲫᲬᲬ 
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